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二
〇
一
九
年
度
春
季
企
画
展
は
、「
時
代
の
な
か
の
大
隈
講
堂
」
と
題
し
、
現
在
早
稲
田
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
知
ら
れ
る
大
隈
講
堂
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
な
か
で
早
稲
田
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
だ
姿
を
た
ど
っ
た
。
会
期
中
の
入
場
者
数
は
、
二
、
一
八
五
人
で
あ
っ
た
。
　
以
下
、
展
示
会
の
概
要
と
展
示
資
料
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
は
じ
め
に
　
大
隈
講
堂
（
正
式
名
称
は
、
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
講
堂
）
は
、
一
九
二
七
年
に
開
館
し
、
以
来
九
〇
年
以
上
変
わ
ら
ぬ
姿
で
在
り
つ
づ
け
て
い
る
。
早
稲
田
に
学
ん
だ
人
々
に
と
っ
て
、〝
心
の
ふ
る
さ
と
〞
を
体
現
し
た
存
在
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
講
堂
建
設
の
い
き
さ
つ
や
、
設
計
・
建
築
の
実
際
、
そ
し
て
完
成
後
に
た
ど
っ
た
道
の
り
な
ど
、
大
隈
講
堂
を
め
ぐ
る
歴
史
は
、
そ
の
知
名
度
に
比
し
〔
展
示
等
記
録
〕二
〇
一
九
年
度
春
季
企
画
展
「
時
代
の
な
か
の
大
隈
講
堂
」
　
嶌　
田　
　
　
修
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て
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。
　
本
展
で
は
、
早
稲
田
の
歴
史
と
と
も
に
あ
っ
た
大
隈
講
堂
に
つ
い
て
、
未
だ
な
き
時
代
を
含
め
、
大
隈
重
信
の
死
を
き
っ
か
け
に
建
設
計
画
が
始
ま
り
、
紆
余
曲
折
の
な
か
で
設
計
・
建
築
が
な
さ
れ
、
完
成
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
〝
場
〞
と
な
り
、
早
稲
田
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
く
さ
ま
を
描
き
出
し
た
。
図録表紙・裏表紙
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１　
〝
セ
ン
タ
ー
〞
と
し
て
の
講
堂
を
求
め
て
│
│
講
堂
な
き
時
代
│
│
　
早
稲
田
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
が
創
立
さ
れ
た
の
は
一
八
八
二
年
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
創
立
当
初
か
ら
大
隈
講
堂
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
学
校
創
立
後
、
学
生
数
の
増
加
や
組
織
の
拡
張
に
と
も
な
い
校
舎
は
増
え
て
い
っ
た
が
、
学
生
た
ち
を
一
度
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
講
堂
」
に
つ
い
て
は
、
建
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
大
隈
重
信
が
一
八
八
九
年
に
寄
進
し
た
大
講
堂
も
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
し
て
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
一
九
〇
〇
年
代
は
じ
め
に
は
、
校
舎
増
築
の
計
画
の
な
か
で
、「
中
央
講
堂
を
構
内
中
央
の
大
敷
地
に
建
設
し
以
て
早
稲
田
大
学
全
校
舎
の
整
頓
を
期
せ
ん
と
す
」（『
第
廿
一
回
早
稲
田
大
学
報
告
』
一
九
〇
四
年
）
と
い
う
記
録
は
あ
る
が
、
実
現
は
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
式
典
な
ど
の
行
事
は
、
野
天
で
行
わ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
大
学
の
中
庭
に
天
幕
（
テ
ン
ト
）
を
張
り
、
さ
し
あ
た
り
雨
露
を
凌
い
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。
　
大
隈
重
信
は
、
晩
年
、「
俺
に
屢
々
演
説
を
さ
せ
る
が
、
天
幕
の
中
や
野
天
で
は
困
る
で
は
な
い
か
、
俺
も
八
十
以
上
に
な
っ
て
居
る
か
ら
家
の
中
で
演
説
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
」
と
語
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
大
隈
は
、
「
学
校
と
い
う
共
同
体
の
中
心
は
講
堂
で
あ
る
。〔
中
略
〕
総
て
物
に
は
中
心
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
セ
ン
タ
ー
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」（「
始
業
式
に
臨
み
て
」『
早
稲
田
学
報
』
第
三
一
五
号
、
一
九
二
一
年
五
月
）
と
、
多
く
の
人
が
集
合
・
共
同
す
る
力
を
重
視
し
、
大
学
に
と
っ
て
〝
セ
ン
タ
ー
〞
と
し
て
の
講
堂
を
持
つ
こ
と
の
意
義
を
力
説
し
た
。
　
結
局
、
大
隈
は
講
堂
を
見
る
こ
と
な
く
世
を
去
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
い
は
周
囲
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
大
隈
の
没
後
ま
も
な
く
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
、
講
堂
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。
建
設
資
金
な
ど
の
募
金
活
動
は
、
教
職
員
を
は
じ
め
、
在
学
生
、
校
友
、
各
地
域
の
人
々
が
関
わ
る
な
ど
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。
大
隈
の
死
が
求
心
力
と
な
り
、
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
68
　
他
方
、
講
堂
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
理
工
学
部
建
築
学
科
出
身
の
校
友
か
ら
の
提
案
で
懸
賞
募
集
が
行
わ
れ
、
応
募
数
は
一
四
五
点
を
数
え
た
。
当
選
三
点
、
佳
作
六
点
な
ど
選
考
が
行
わ
れ
た
が
、
最
終
的
に
こ
れ
ら
の
案
は
、
隣
接
す
る
庭
園
等
と
の
調
和
の
関
係
で
参
考
意
見
に
と
ど
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
こ
う
し
て
、
紆
余
曲
折
は
あ
り
な
が
ら
も
、
講
堂
建
設
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。
【
主
な
展
示
資
料
】
・ 
卒
業
証
書
授
与
式　
一
九
一
九
年　
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
（
以
下
、
所
蔵
機
関
に
つ
い
て
記
載
の
な
い
も
の
は
同
セ
ン
タ
ー
所
蔵
と
す
る
）　
資
料
１
構
内
に
設
け
た
天
幕
（
テ
ン
ト
）
で
講
演
を
す
る
大
隈
重
信
。
・ 
故
大
隈
侯
記
念
大
講
堂
建
設
資
金
募
集
ポ
ス
タ
ー　
早
稲
田
大
学
故
大
隈
総
長
記
念
事
業
部　
一
九
二
二
年　
②
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　
資
料
２
①
②
記
念
大
講
堂
建
設
資
金
募
集
の
宣
伝
の
た
め
、
広
告
研
究
会
に
依
頼
し
て
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー
。
図
案
は
と
も
に
理
工
学
部
建
築
学
科
教
授
の
今
和
次
郎
に
よ
る
。
・
小
精
廬
雜
載　
市
島
謙
吉　
一
九
二
三
年
四
月
十
八
日
記　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵　
資
料
３
市
島
謙
吉
ら
が
委
員
と
な
っ
た
建
築
委
員
会
が
数
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
講
堂
の
形
や
建
設
地
、
図
案
の
公
募
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
・ 『
早
稲
田
大
学
故
大
隈
総
長
記
念
大
講
堂
競
技
設
計
図
集
』　
早
稲
田
大
学
故
大
隈
総
長
記
念
事
業
部　
一
九
二
三
年　
資
料
４
①
②
③
講
堂
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
理
工
学
部
建
築
学
科
出
身
の
校
友
か
ら
図
案
公
募
の
提
案
が
あ
り
、
大
学
側
も
そ
れ
を
採
用
し
た
。
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一
四
五
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
当
選
三
点
、
佳
作
六
点
な
ど
を
決
定
し
た
。
こ
こ
で
は
一
等
か
ら
三
等
当
選
の
も
の
を
あ
げ
る
。
資料１
資料３
資料２② 資料２①
70
２　
宿
願
を
か
な
え
る
│
│
大
隈
講
堂
の
誕
生
│
│
　
講
堂
の
建
設
に
向
け
、
建
設
資
金
の
募
集
や
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
た
矢
先
に
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
。
学
内
で
も
大
講
堂
の
倒
壊
や
各
学
部
の
校
舎
の
破
損
な
ど
被
害
は
甚
大
で
あ
り
、
講
堂
の
建
設
に
つ
い
て
も
計
画
を
中
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
　
建
設
計
画
が
あ
ら
た
め
て
動
き
出
し
た
の
は
、
震
災
か
ら
一
年
半
ほ
ど
経
っ
た
一
九
二
五
年
四
月
で
あ
っ
た
。
講
堂
の
設
計
は
、
佐
藤
資料４①
資料４②
資料４③
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功
一
を
は
じ
め
と
す
る
理
工
学
部
建
築
学
科
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、
仕
切
り
直
し
と
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
当
時
助
教
授
で
あ
っ
た
佐
藤
武
夫
が
中
心
と
な
り
、
数
か
月
間
で
講
堂
全
体
の
設
計
図
や
照
明
な
ど
各
意
匠
の
図
面
を
書
き
上
げ
た
。
そ
の
際
、
高
田
早
苗
か
ら
出
さ
れ
た
、「
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
で
あ
る
こ
と
」、「
演
劇
に
も
使
え
る
よ
う
に
」
と
い
う
意
見
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
時
計
塔
の
高
さ
は
、
大
隈
重
信
が
唱
え
た
「
人
寿
百
二
十
五
歳
説
」
に
ち
な
み
一
二
五
尺
（
約
三
八
メ
ー
ト
ル
）
と
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
デ
ザ
イ
ン
（
製
図
）
の
ほ
か
で
は
、
構
造
設
計
を
福
島
雅
男
（
当
時
助
教
授
）、
衛
生
換
気
設
備
を
大
沢
一
郎
（
同
前
）、
音
響
効
果
を
黒
川
兼
三
郎
（
同
前
）、
電
気
照
明
を
上
田
大
助
（
同
前
）
が
担
当
し
、
そ
こ
に
顧
問
陣
と
し
て
岡
田
信
一
郎
、
内
藤
多
仲
、
吉
田
享
二
の
各
教
授
が
名
を
連
ね
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に
講
堂
の
建
設
は
、佐
藤
功
一
の
も
と
、当
時
の
建
築
学
科
の
若
手
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
他
方
、
建
設
資
金
に
つ
い
て
は
募
金
の
目
標
額
へ
の
見
通
し
が
つ
き
、
一
九
二
六
年
二
月
に
工
事
が
着
工
さ
れ
、
一
年
半
後
の
一
九
二
七
年
一
〇
月
に
無
事
竣
工
を
迎
え
た
。
そ
し
て
同
月
二
〇
日
、
創
立
四
五
周
年
記
念
式
典
と
と
も
に
大
隈
講
堂
開
館
式
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
講
堂
に
集
ま
り
、
亡
き
大
隈
重
信
を
偲
ん
だ
。
高
田
早
苗
は
開
館
式
に
際
し
、「
天
に
ま
す 
み
た
ま
よ
し
か
と 
み
そ
な
は
せ 
も
ろ
人
つ
と
ひ 
き
み
し
の
ふ
な
り
」（
天
上
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
大
隈
老
侯
の
御
霊
よ
、
し
か
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。
完
成
し
た
講
堂
に
多
く
の
人
が
つ
ど
い
、
あ
な
た
の
こ
と
を
偲
ん
で
お
り
ま
す
）
と
歌
を
詠
ん
だ
。
こ
こ
に
、
積
年
の
宿
願
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
【
主
な
展
示
資
料
】
・
早
稲
田
大
学
故
大
隈
総
長
記
念
大
講
堂
設
計
図　
佐
藤
功
一
・
佐
藤
武
夫　
一
九
二
五
年　
資
料
５
①
②
大
隈
講
堂
の
設
計
図
。
佐
藤
功
一
（
理
工
学
部
建
築
学
科
教
授
）
の
も
と
主
に
佐
藤
武
夫
（
同
助
教
授
）
が
製
図
を
担
当
し
た
。
図
面
作
成
の
際
、
総
長
の
高
田
早
苗
か
ら
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
で
演
劇
も
で
き
る
よ
う
な
講
堂
を
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
72
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
庁
舎
を
参
考
に
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
計
塔
の
高
さ
は
、
大
隈
重
信
が
唱
え
た
「
人
寿
百
二
十
五
歳
説
」
に
ち
な
み
、
一
二
五
尺
（
約
三
八
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
い
る
。
～建設計画の再開～
　大正十四年になって私は突如として恩師の佐藤功ー教授から自分の傘下でこ
の大隈講堂のデザインを担当せよという、まさに青天のヘキレキに似た命令を
承ったのてある。〔中略〕
　高田〔早苗〕先生から承った御註文は「大学の建築はゴシック様式であって
ほしい」ということであった。更に「ワセダの大講堂は演劇にも使えるもので
あって欲しい。幸い坪内サン（坪内逍遙先生）も居ることだから、よく意見を
聞いて貰いたい」という御注意の出たことも覚えている。
　臨時の大隈講堂建築のための技術組織が出来、総帥佐藤功一教授（先生自ら
総帥という言葉を持ち出された）の下で、佐藤武夫助教授がデザインを、福島
雅男助教授が構造を、そして衛生換気設備を大沢一郎助教授が、電気照明設備
を門倉則之助教授が、音響効果を黒川兼三郎助教授が、といった風に分担し、
それに顧問陣として岡田信一郎、内藤多仲、吉田享二の三教授が控えるという
構えで、この設計の仕事が始まったのである。
（佐藤武夫「大隈講堂の出来る頃」『早稲田学報』第六九四号、一九五九年九月）
資料５①
資料５②
73
・
紀
念
大
講
堂
工
事
進
行
ア
ル
バ
ム　
一
九
二
七
年　
資
料
６
①
②
③
④
⑤
⑥
全
六
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
二
〇
〇
枚
以
上
の
工
事
写
真
が
収
め
ら
れ
、
講
堂
建
設
の
過
程
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
資料６③
資料６①資料６②
資料６④
74
・
万
国
旗
で
飾
ら
れ
た
大
隈
講
堂　
一
九
二
七
年　
資
料
７
無
事
竣
工
を
迎
え
、
一
九
二
七
年
一
〇
月
二
〇
日
、
創
立
四
五
周
年
記
念
式
典
と
と
も
に
大
隈
講
堂
開
館
式
が
行
わ
れ
た
。
・
高
田
早
苗
短
歌
（「
高
田
早
苗
他
書
画
帳
」
一
九
二
七
年
）　
資
料
８
大
隈
講
堂
の
開
館
に
際
し
て
高
田
早
苗
が
詠
ん
だ
歌
。
大
隈
重
信
の
宿
願
を
果
た
し
た
高
田
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
資料６⑤資料６⑥
資料７
資料８
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３　
さ
ま
ざ
ま
な
〝
場
〞
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
│
│
講
堂
が
刻
む
歴
史
│
│
　
講
堂
の
完
成
以
後
、
そ
こ
で
は
入
学
式
・
卒
業
式
を
は
じ
め
、
講
演
や
演
説
会
、
映
画
や
演
劇
、
教
員
の
最
終
講
義
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
学
内
外
の
冊
子
な
ど
に
講
堂
が
描
か
れ
る
こ
と
で
、
早
稲
田
を
あ
ら
わ
す
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
講
堂
が
表
紙
を
飾
る
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
度
は
目
に
し
た
人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
受
験
雑
誌
な
ど
で
も
講
堂
は
取
り
上
げ
ら
れ
、
早
稲
田
を
目
指
す
人
に
と
っ
て
も
、
早
稲
田
＝
大
隈
講
堂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
　
一
方
、
大
隈
講
堂
は
、
各
行
事
の
会
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
起
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
通
し
て
、
早
稲
田
の
歴
史
を
刻
む
〝
場
〞
と
な
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
各
種
講
演
会
や
大
学
紛
争
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
い
て
早
稲
田
に
と
っ
て
歴
史
的
意
味
を
も
つ
出
来
事
の
舞
台
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
〝
経
験
〞
を
経
て
、
大
隈
講
堂
は
早
稲
田
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
坪
内
逍
遙
の
最
終
講
義
（
一
九
二
七
年
）、
ロ
バ
ー
ト
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
講
演
・
討
論
会
（
一
九
六
二
年
）、
大
学
紛
争
時
（
第
二
次
）
に
お
け
る
革
マ
ル
派
の
占
拠
と
警
察
に
よ
る
封
鎖
解
除
（
一
九
六
九
年
）、
森
繁
久
彌
の
公
演
「
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」（
一
九
八
一
年
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
な
か
で
、
早
稲
田
の
歴
史
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
が
、
講
堂
を
舞
台
に
し
て
起
き
て
い
る
。
【
主
な
展
示
資
料
】
・
坪
内
逍
遙
最
終
講
義　
一
九
二
七
年　
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵　
資
料
９
一
九
二
七
年
一
二
月
一
五
日
・
一
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
坪
内
逍
遙
の
最
終
講
義
（
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
講
義
）
が
行
わ
れ
、
学
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～坪内逍遙最終講義～
　出版部の二階から、群衆の大隈講
堂へ殺到する物凄まじいありさまを
見た私は、急ぎ足で駆けつけた。時
刻のまだ早かったため私は、演壇の
すぐ下の第一列の座席を占領して静
かに開会を待つことが出来た。〔中
略〕教職員席は、われらの同僚の来
ない前に婦人席から溢れ出る潮の如
き娘子軍によって、占領されてし
まった。〔中略〕
　正三時から始まった博士の講義
は、既に予定の五時を過ぎた。博士
は、丁寧にも、「御都合のある方々はお構いなく…」と言われたが、満堂数千の男女は、誰れ
一人として動こうとするものはなかった。それから更に一時間、前後三時間に亘れる大講演は、
丁度六時を以て終った。
（青柳篤恒「坪内博士の最終の講義を拝聴して」
『早稲田学報』第三九五号、一九二八年一月 より）
～講堂の占拠と封鎖解除～
　昭和四四年九月三日、大隈講堂前
広場。大学立法反対を契機とする第
二次早大紛争の過程で、第二学生会
館が全共闘派によって、そして大隈
講堂が革マル派によって占拠されて
おり、この日機動隊による封鎖解除
が行われることになっていた。私は
固唾をのんで佇んでいたのだった。
〔中略〕
　早稲田の象徴である大隈講堂への
占拠と実力排除、そして強迫として
の大学立法等をめぐる問題は錯綜していたのであり、また、ある立場から愛護の対象であるも
のが、それ故に解体の目標となる考え方が、その当否は別にして、あることを知らなかったわ
けではない。だが、共同体のシンボルとそれを担う建築が、様々な思想的立場が交錯する力学
的場において、どんな危うさにさらされるものであるかを始めて知ったように思う。大袈裟に
いえば私にとっての敗戦体験だったのかもしれない。幸いにも大隈講堂は炎上しなかった。〔中
略〕しかし私には時々真空地帯のような亀裂が走ることがある。無上の愛惜としての大隈講堂
とともに、昭和四四年九月三日の記憶を私は忘れないだろう。
（中川武「大隈講堂（大学キャンパスにおける早稲田建築）」
『早稲田建築 特別記念号』一九九一年一一月 より）
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内
の
教
職
員
や
学
生
を
は
じ
め
、
他
大
学
の
学
生
、
新
聞
や
雑
誌
の
記
者
な
ど
多
く
が
聴
講
し
た
。
青
柳
篤
恒
の
言
葉
の
通
り
、
前
列
に
多
く
の
女
性
の
姿
が
見
え
る
。
な
お
、
本
講
義
が
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
最
終
講
義
の
嚆
矢
と
い
わ
れ
て
い
る
。
・
大
隈
講
堂
占
拠
〔
一
九
六
九
年
〕　
資
料
10
革
マ
ル
派
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
た
大
隈
講
堂
。
垂
れ
幕
が
下
が
り
、
屋
上
に
は
人
影
が
見
え
る
。
警
察
に
よ
っ
て
封
鎖
は
解
除
さ
れ
た
が
、
講
堂
内
部
は
、
バ
リ
ケ
ー
ド
と
す
る
た
め
に
椅
子
が
壊
さ
れ
る
な
ど
、
什
器
・
備
品
の
破
損
も
は
げ
し
か
っ
た
。
お
わ
り
に
　
時
代
を
経
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
が
さ
れ
る
な
か
で
も
、
講
堂
の
位
置
づ
け
は
変
わ
ら
な
い
。
一
九
五
七
年
に
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
記
念
会
堂
（
現
在
は
「
早
稲
田
ア
リ
ー
ナ
」
に
姿
を
変
え
て
い
る
）
が
完
成
し
て
か
ら
も
、
著
名
人
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
、
重
要
な
舞
台
と
し
て
の
役
割
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
一
九
九
九
年
に
は
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
に
、
二
〇
〇
七
年
に
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
大
隈
講
堂
は
今
も
早
稲
田
の
歴
史
と
と
も
に
歩
み
つ
づ
け
て
い
る
。
※ 
本
展
示
の
図
録
は
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
左
の
通
り
。
https://w
w
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